
定時株主総会
第１３期



国内経済

企業収益や雇用・所得環境の改善

緩やかな回復基調

為替や株価に影響

政府や日銀による経済政策・金融政策

中国や米国の景気減速への懸念

先行き不透明感



外国為替市場
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米ドル／円相場の推移

米国における追加利上げに対する
悲観的な見方が広まる

米国の好調な経済指標による
年内の利上げ期待

原油先物相場の大幅な下落 資源価格下落を引き金とした世界的な株安 日銀によるマイナス金利発表



顧客満足度の向上

当社グループの取り組み

顧客ニーズに対応した
取引システムのバージョンアップ

顧客参加型リアルトレードバトル
キャンペーン

主要通貨ペアのスプレッドの縮小



顧客満足度の向上

当社グループの取り組み

顧客ニーズに対応した
取引システムのバージョンアップ

顧客参加型リアルトレードバトル
キャンペーン

主要通貨ペアのスプレッドの縮小
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連結損益計算書

招集ご通知 ２４Ｐ



外国為替証拠金取引事業
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営業収益

日銀による
マイナス金利の発表

原油先物相場の下落

外国為替証拠金取引
の取引高が増加



利益面

営業利益
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システム手数料に
関する費用の増加

公募増資による
新株の発行に関する
費用の計上

営業収益が大幅に増加

＋127.8％
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連結貸借対照表

招集ご通知 ２３Ｐ
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連結貸借対照表 負債の部
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純資産の部連結貸借対照表
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その他の報告事項

連結株主資本等変動計算書
連結注記表

招集ご通知 ２５Ｐ～３６Ｐ

単体の計算書類
個別注記表

招集ご通知 ３７Ｐ～４５Ｐ

連結計算書類に関する会計監査人
及び監査役会の監査結果

監査役の監査報告のとおり



対処すべき課題



外国為替証拠金取引事業

金融商品として魅力的

オンラインによる２４時間取引が可能

対処すべき課題

少額からの投資が可能

外国為替という身近な商品

証券取引等他の金融商品と比べ近年急成長



対処すべき課題

既存事業の
一層の拡大

安定的な収益計上
への取組み

① 顧客ニーズの実現

② 取引システムの安定稼働

③ ブランディング力の強化

④ 収益源の多様化

⑤ 海外事業の拡大

⑥ 優秀な人材の確保と育成

⑦ コンプライアンス体制の確立



顧客への情報配信

取引システムの操作性の向上

① 顧客ニーズの実現

キャンペーンを通じた
顧客ニーズの把握

社内外の連携強化



取引システムの
十分なキャパシティの確保

② 取引システムの安定稼働

保守・運用面の継続的な改善

有事に備えた「事業継続計画」の策定



ネットワーク広告やマス広告の
露出幅の拡大

③ブランディング力の強化

ユニークなキャンペーンの実施



④ 収益源の多様化

ホワイトラベルサービスの提供

カウンターパーティとしてのカバー取引

バイナリーオプション取引 等

国内外の金融商品取引業者を対象としたＢｔｏＢ取引

外国為替証拠金取引以外の金融商品のサービス向上



海外での競争力の向上・収益の増加に取り組む

⑤ 海外事業の拡大

HIROSE FINANCIAL  UK

平成22年10月

HIROSE FINANCIAL （香港）

平成27年6月

HIROSE TRADING HK （香港）

平成24年10月

HIROSE FINANCIAL
MY （マレーシア）

平成26年10月

HIROSE BUSINESS
SERVICE （マレーシア）

平成28年1月



⑥優秀な人材の確保と育成

各種研修をはじめとする全社員の育成

適正な人事考課の確立・適切な評価

当社グループの中心的存在として
業務に取り組む意欲ある人材の採用



⑦コンプライアンス体制の確立

「コンプライアンス規程」をはじめとする諸規程の制定

周知徹底を目的とした研修等を定期的に実施

コンプライアンス体制の確立

個人情報保護に対する意識向上

プライバシーマーク取得企業として
個人情報保護体制の適切な整備・運用を確保



株主の皆様におかれましては、

今後とも格別のご支援を

賜りますようお願い申し上げます。


